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あいサポーター研修やあいサポート関連イベントなど、あいサポート運動に関する情報をお届けします 
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あいサポーターキッズ研修を開催しました！ 
 

令和４年９月１６日（金）に山口市立小郡南小学校（以下、小郡南小学校）において、「あいサポーターキ

ッズ研修」を開催しましたのでご紹介します。 

この研修は、児童向けの研修教材として、これまで開発を進めてきた「あいサポーターキッズ ハンドブッ

ク」（裏面参照）を用いて、今後、県内小学校で広めていけるようモデル実施したものです。 

当日は、山口学芸大学教育学部教育学科の佐藤真澄先生と学生 4 名、小郡南小学校 4 年生４クラス約１２

０名のご協力をいただき、総合的な学習の時間を活用して行いました。 

山口学芸大学の学生が講師となって、「あいサポーターキッズ ハンドブック」を活用し、子どもたちが主

体的に障害について考え、理解できるよう授業を組み立てていました。目の見えない人に対しては、どう声を

かけてサポートするのかなど実践を交えながら、さまざまな障害に理解を深め、手助けする力を養える内容と

なっていました。 

授業後には、「この授業を受けて、なんかレベルアップしたみたい」、「勇気をだして声を掛けて、助けてあ

げられたら」という児童の声があるなど、充実した学習の時間になったことがうかがえました。 

このような研修が広がり、より多くの子どもたちにも理解が深まるきっかけとなると良いですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 
県では、今後、他の学校でも同様の研修が実施できるよう広めていく予定です。 

研修を希望される小学校など情報がありましたら、ＹＩＣ学院までご連絡をお願いします。 

 

 
あいサポート運動の取組が広がるよう、あいサポート企業・団体の活動状況やあいサポーター研修の

取組事例などを紹介しています。皆様からの情報をお寄せください。 
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※ R４.８月末現在 

 

 

 

 

「あいサポーターキッズ ハンドブック」についてご紹介します 

 

                   【表面】 

B４サイズで両面印刷したものを四つ 

折りにて、観音開きにして使用します。 

窓から見える町は、だれもが過ごしやす 

い社会かどうかを、自分で考えられるよ 

うに工夫がされています。 

 

 

 

 

 

 

 

                    【裏面】 

右の図では、実際に「困っている人」 

に気づけるように街の中の出来事が切り 

取られています。 

困っている人を見かけたら、自分から 

声をかけ、自分にできるお手伝いを申し 

出ることができるように、ちょっとした 

手助けをする「あいサポーター」の輪を 

みんなで広めていきましょう。 

 

詳しくは、県障害者支援課 HP をご覧 

ください。 

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/50/174892.html 

 

 「あいサポーターキッズ ハンドブック」の作成は、児童を対象とする研修等に実績のあるメッセンジャ

ーで構成する検討会により、作成作業を進めました。 

 メンバーの皆様方のご協力に厚くお礼申し上げます。 
 

 全国 山口県 

あいサポーター数 ６０１，２６７人 2９,７９９人 

あいサポート企業・団体数 2,３８１ 24９ 
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